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 経歴・所信 

地域医療を担う医師の思いを日本医師会に届けたいと考え、代議員に立候補いたしました。 

私は昭和58年に富山医科薬科大学を2期生として卒業し、小児科学教室に入局いたしました。

専門は小児神経学で平成5年に学位を取得、平成7年に富山市内で小児科医院を開業し現在に至

っています。 

平成18年から25年まで富山市医師会理事として、主に乳幼児・学校保健、救急医療を中心に

医師会活動を行いました。この間、平成23年10月に富山市救急医療センターが富山市・医師会

急患センターとして新築移転し、担当理事として関わりました。富山医療圏における初期救急

の拠点として、二次救急医療機関から信頼され、さらに市民の期待に応えられるよう富山医療

圏の先生方のご協力を得ながら取り組んでまいりました。平成22 年からは富山県医師会理事

（22〜25年は富山市医師会理事と兼任）、平成25年から富山県医師会副会長を務めています。

現在、担当役員や地域の先生方と協力し、男女共同参画事業などを推進しているところです。

特にこれからの医療を担う若い先生方に医師会を知っていただき、その力強い一員となってい

ただけるよう働きかけることや、郡市医師会との連携を重視し、勤務医、開業医、女性医師な

ど様々な立場の医師のご意見をお聞きしていくことが大切であると考えています。 

日本医師会も理事枠（勤務医枠、女性医師枠）を増やすなど、大きく変わろうとしています。

国民皆保険の堅持、地域医療の再興、勤務医環境の改善についての活発な議論も行われていま

す。さらには医療事故調査制度の創設や専門医制度改革など、医療を取り巻く環境も変わろう

としています。そのなかで医療に邁進する医師を支え、医師と社会をよりよい形でつなぐこと

は医師会の使命であり、様々な立場の医師の意見が社会に反映されることが必要であると思い

ます。勤務医も開業医もお互いの立場や役割を尊重し、ひとつのプロフェショナルな集団とし

て積極的に発信していくことが重要であると確信しています。 

国民の医療をよくするため、そして日々かかりつけ医として真摯に患者に向き合う医師の思

いが報われるような医療制度を目指し、代議員会では会員の先生方のお考えを日医執行部に反

映させられるよう働きかけたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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